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3. 視覚刺激および雌への接触に対する fru発現神経細胞群の応答特性 










































































するトランスジーンを D. subobscura のゲノムに導入した。すでに作出済みの fruitless-
GAL4を用いてこの導入遺伝子を fruitless回路に強制発現させ、Ca2+イメージングを行っ
た結果、動く横縞刺激により外側前大脳に明瞭な Ca2+応答が生じることがわかった。一方、
同様の刺激に対して、D. melanogasterの外側前大脳はほとんど無応答であった。逆に、雌
に対するタッピングによりフェロモンに触れたと思われるときには、D. melanogasterの外
側前大脳に大きな応答がみられ、D. subobscuraの外側前大脳はさしたる応答を示さなかっ
た。すなわち、雄の性行動を開始させる中枢である外側前大脳の fruitless 発現ニューロン
が、D. subobscuraでは視覚入力によって、D. melanogasterではフェロモン入力によって
活性化されるように回路の構築が異なっており、求愛行動の種差の一部はこれに起因する
ことが明らかとなった。このように、樋口智大は行動進化の神経機構解明にブレークスルー
をもたらす成果をあげており、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を
有することを示している。したがって，樋口智大提出の論文は，博士（生命科学）の博士論
文として合格と認める。 
